
第４０回原子力委員会定例会議議事録 

 

１．日 時  令和元年１０月２９日（火）１０：００～１０：０８ 

 

２．場 所  中央合同庁舎８号館６階６２３会議室 

 

３．出席者  内閣府原子力委員会 

        岡委員長、佐野委員、中西委員 

       内閣府原子力政策担当室 

        竹内参事官、笠谷参事官補佐 

 

４．議 題 

 （１）佐野原子力委員会委員の海外出張について 

 （２）その他 

 

５．配布資料 

 （１）佐野原子力委員会委員の海外出張について 

 

６．審議事項 

（岡委員長）それでは、時間になりましたので、ただいまから第４０回原子力委員会を開催い

たします。 

  本日の議題ですが、一つ目が佐野原子力委員会委員の海外出張について、二つ目がその他

です。 

  本日の会議は１１時を目途に進行させていただきます。 

  それでは、事務局から説明をお願いします。 

（竹内参事官）それでは議題１でございます。 

  佐野原子力委員が海外出張を予定しております。 

  事務局より海外出張について簡単に御説明させていただく予定です。本件海外出張は、Ｉ

ＦＮＥＣという国際会議でございますけれども、まだ議題について、最終的に調整中である

ところもありますので、我々の方から資料として、具体的な議題のセッションごとのテーマ
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などはペーパーで出せない状況ですので、それら会議の具体的内容については口頭で担当の

方から触れさせていただきたいと思います。 

  それでは、担当の方から御説明をよろしくお願いいたします。 

（笠谷参事官補佐）御説明申し上げます。 

  １１月１１日から１７日にかけて、佐野委員の方が米国、ワシントンの方に出張されて、

ＩＦＮＥＣ（国際原子力エネルギー協力フレームワーク）の会議の出席ですとか、その関係

してくる米国の原子力関係者、若しくはＩＦＮＥＣの関係者等と会談される予定でございま

す。 

  まずＩＦＮＥＣについて簡単に御説明申し上げます。ＩＦＮＥＣは２０１０年にできた、

当初は米国が中心に、次世代の原子炉の開発ですとか、あとは情報交換等を目的としてでき

た組織でございます。今、メンバー国が３４か国で、オブザーバー国は３１か国でやってお

りまして、基本的に毎年、この時期、大体、秋、１１月ぐらいに執行委員会とか、閣僚級の

会合をやっております。ちなみに昨年は、日本、東京の方でやって、我が国がホストとして

各国を迎えたところでございます。今年は米国、ワシントンの方で執行委員会の方が行われ

るということで、日本は佐野委員を代表にして、行ってくるということでございます。 

  簡単に中身の方を申し上げますと、会議の方は、１２日の火曜日の方から始まりまして、

火曜日の方は、まずＩＦＮＥＣの方には執行委員会のほかに事務方がやっている運営グルー

プですとか、その下に各ワーキングがあるのですが、まず１２日の午前中は、ワーキンググ

ループの一つである燃料供給サービス部会ということで、燃料供給についてのワーキングが

行われます。ワーキングが三つあるうちの、我が国は需給国関係作業部会において共同議長

の方を務めております。また、運営グループにおいては、副議長の方を内閣府の審議官が務

めております。この燃料供給サービス部会は、議長をやっているワーキングではございませ

んが、こちらの方にも参加して、状況について確認してくる予定でございます。 

  また、１２日の午後には運営グループ会合の方が行われまして、これは翌日からの執行委

員会に備えて事務方等の会議の手順ですとか、各国の状況の報告とか、そのようなことを確

認する場でございます。 

  続きまして、１３日水曜日でございます。この日の午前に執行委員会、閣僚級の会合が行

われます。こちらの方は、基本的には各国の方からカントリーレポートということで、各国

の原子力政策の状況について報告するということでございまして、これは今のところ佐野委

員の方からカントリーレポートの方の御報告をしていただく予定でございます。 
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  また、ＩＦＮＥＣの方は、こういう会議とは別にカンファレンスということで、毎回、必

ずしも執行委員会に合わせてではないのですが、カンファレンスということで、テーマを決

めて、ＩＦＮＥＣの参加国とか、関係者等が集まって、カンファレンスということで、テー

マを決めた会合を行っております。 

  今回は、先進原子炉とＳＭＲ（小型モジュール炉）ということで、次世代の原子炉ですと

か、ＳＭＲについて議論するというカンファレンスが１３日の午後、又は１４日の午前中に

かけて開催される予定でございます。こちらのカンファレンスの方は、テーマごとにそれぞ

れ各国からプレゼンとかを行って、議論を深めていくという形態をとっているのですが、１

３日午後のカンファレンスのプレゼンのテーマは、一つ目は、例えばＳＭＲの展開、計画、

二つ目はファイナンスについて、三つ目は規制の問題、規制の問題というのは、要は新しい

原子炉とかを、そういうのをつくっていく中で、規制当局とどういうふうに対話していくか

とか、そういうふうなことだと思います。また、四つ目はイノベーションということで、こ

のようなテーマが設けられております。 

  １４日の午前中でございますが、こちらの方も引き続きカンファレンスが行われまして、

こちらの方も国際的な視点、原子力に関する国際的な視点ですとか、パブリック・パーセプ

ションに関する国家的な努力、また、ＳＭＲの展開についてのディスカッション等々が予定

されております。このような感じで、１２日、１３日、また、１４日にかけてＩＦＮＥＣの

会合の方が行われる予定でございます。 

  また、その米国関係の要人との会談というのは、これも今、米国の政府機関の方を中心に

調整中ではございますが、一つはＮＥＩ、Ｎｕｃｌｅａｒ Ｅｎｅｒｇｙ Ｉｎｓｔｉｔｕ

ｔｅ、原子力エネルギー協会の会長とのアポがとれておりまして、その方と佐野委員の方が

面談する予定でございます。ＮＥＩと会う趣旨といたしましては、こちらはこの間、原子力

委員会にも来られましたが、日本のＡＴＥＮＡ、むしろ米国のＮＥＩの方が先なのですが、

のような組織でございまして、こちらの方にも、企業とかメーカーとかが、アメリカの規制

当局と対話をしてきているという実績がございまして、その経緯ですとか、どのような積み

重ねがあるのかと、そういうふうな教訓とか、経緯とかを意見交換させていただく予定でご

ざいます。 

  アポの方は、米国政府関係とまだとっているところでございますので、これがとれ次第、

また予定の方に追加するという予定でございます。 

  以上のように、ＩＦＮＥＣの会議ですとか、米国要人との会談等で、米国のワシントンの
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方の対応を行う予定でございます。 

  以上でございます。 

（岡委員長）ありがとうございました。 

  それでは質疑を行います。 

  佐野先生、何かございますでしょうか。 

（佐野委員）ありがとうございました。 

  特にないのですが、この機会を利用して、ＮＥＩのみならず、ＤＯＥ等々と会合を持って

きたいと思っております。 

  以上です。 

（岡委員長）中西先生、いかがですか。 

（中西委員）どうも御説明ありがとうございました。 

  ＩＦＮＥＣ会合に出席してプレゼンされると。また、ＮＥＩを始め、いろいろな方とお会

いするということで、是非戻られたら、いろいろ情報を教えていただければと思います。ど

うもありがとうございました。 

（岡委員長）ありがとうございました。 

  私も、米国といろいろ情報交換してこられるということで、大変期待しております。 

  以上です。 

（笠谷参事官補佐）佐野委員がお戻りになりましたら、また当然、定例会の場ですとか、様々

なところで御報告の方をさせていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

（岡委員長）それでは議題１は以上です。 

  議題２について、お願いします。 

（竹内参事官）それでは、その他でございます。 

  今後の会議予定について御案内いたします。 

  次回第４１回原子力委員会の開催につきましては、開催日時、１１月５日、１３時半から、

開催場所は８号館６階６２３会議室、議題は調整中で、後日、原子力委員会ホームページ等

の開催案内をもってお知らせいたします。 

（岡委員長）ありがとうございます。 

  そのほか、委員から御発言はございますでしょうか。 

  それでは御発言がないようですので、これで本日の委員会は終わりにします。ありがとう

ございました。 


